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子宮頸がんの予防とHPVワクチンについて
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イノベーター理論って？

チカラ
クチコミ

の

イノベータ理論
を活用して

市場を“地域”に置き換えて
市場を地域の住民に置き換えると、初期市場の「革新者」は医
療者や公的機関にいる正しい情報を発信できる人たちです。情
報を浸透させるポイントになる「インフルエンサー」とは、健
康意識の高い健康普及員や食かいさん、既に子宮頸がんやワク
チンのことを知っている情報感度の高い住民のことです。メイ
ンストリーム市場に当たる多くの住民に情報を浸透させ、行動
に繋げていくには、いかにインフルエンサーのみなさんに情報
を伝え、そのクチコミ力を発揮してもらうかがポイントです。

イノベーター理論とは、新しいもの・サービス、ライフスタ
イルなどの、市場における普及率をあらわすマーケティング
理論のことです。採用するタイミングが早い順に市場を５グ
ループに分類し、前２グループを初期市場、後３グループをメ
インストリーム市場といいます。
初期市場とメインストリーム市場の間にはキャズム（chasm)
と呼ばれる深い溝（普及の分水嶺）があり、ここが全体へ普
及させる障害になります。この溝を超えるポイントが初期採
用者（インフルエンサー）で、この層が持つ拡散力が発揮さ
れることで全体への波及効果が期待できます。
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情報感度が高く、クチコミや
評価を拡散する力がある 慎重だけど流行に

敏感で先端にいる人の
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慎重で周囲を観察
して自らの行動を決める
「みんな」と同じが安心
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ママ友同士

健康意識・情報感度の高い住民

健康普及員・食事改善推進員など

この壁をクチコミで超えていきたい！！

正しい情報をもつ人

医師・研究者・保健師たち

他者の影響を受けて行動を決める人

先端にいる人（インフルエンサー）からのクチコミや
周りへの同調、とり残されたくない気持ちが行動に繋がる

※初期市場とメインストリーム市場ではニーズやモチベイ
ション、価値観が大きく異なり、初期市場で支持されたから
といってメインストリーム市場でも支持されるとは限らない

16%の壁

16%の壁
インフルエンサーの役割をもつ地域住民の
クチコミの力を使い、キャズムを超えていきます

を越えるために、

友人と
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家庭の中で

健康普及員
SNSで

健康普及員



65.4%
HPVウイルスを

予防

みんなに関係のある、子宮頸がん

子宮頸がんは予防のできるがんです

ワクチン接種　

子宮頸がんは主に H P V ( ヒトパピローマウイルス) への
感染が原因で発症します。
HPVワクチンの接種で感染を防ぎ、定期的な検診を受
けることで子宮頸がんを予防することができます。
このウイルスは一度でも性的接触の経験があれば 、男女
共に誰でも感染する可能性があります。 女性だけでなく、
男性にもHPVによるがん発症のリスクがあります。

どんなワクチンがありますか？

HPV１６型・１８型・６型・１１型・31型・
33型・45型・52型・58型の予防

１６・1８型

６・11型

３１・３３・45・52・58 型

９種のウイルスを予防

４種のウイルスを予防

２種のウイルスを予防

88.3%HPVウイルスを 予防

HPV１６型・１８型の予防

HPV１６型・１８型・６型・１１型の予防
※６・11型は、主に尖圭コンジローマという性感染症の原因となるウイルスです

4価ワクチン/ガーダシル

9価ワクチン/シルガード9

９価は子宮頸がんの原因となる
ウイルスの感染を 88.3% 予防

２価・４価は子宮頸がんの原因となる
ウイルスの感染を 65.4% 予防

２価・４価は

9価は

※接種するワクチンや年齢によって、接種のタイミングや回数が異なります

２価ワクチン/サーバリックス

予防子宮頸がんを するには？

20歳になったら２年に 1度の定期検診
検診は健康で自覚症状の無い時に受けるものです。特にセクシャルデビュー後の女
性は検診も受けていただきたいのです。子宮頸がんは初期段階で自覚症状はありま
せん。何か気になる症状があれば 2年以内でも必ず受診しましょう。

子宮頸部という子宮の入口に近い部分にできるがです。
日本では毎年1,1万人の女性が子宮頸がんと診断され、
さらに毎年２,９００人の女性が亡くなっています。20
歳代から増え始めて、30 歳代までにがんの治療で子
宮を失ってしまう人も、年間約1, 000人います。

HPVワクチンの種類で差がありますが、接種によって6０～9０%の感染
を防ぐことができます。ただし１００%ではないため、接種の有無に関係
なく定期検診が必要です。

地域の医療機関（婦人科・産婦人科）で受けられます。
検診では、既に「がんに罹っているか」だけでなく、「がんになりそう」な状態かどうか確認できます。
早期に発見すれば治療が可能です。

自然に排出されると正常細胞に戻る

がんの手前の状態 がんになる

正常細胞
HPVに感染

HPVの持続感染 前がん病変 がん細胞
感染状態が続く

子宮頸がん検診はどこで受けられますか？

”感染＝がん” ではなく、
検診で早期に発見すれば

治療が可能です

ワクチンを接種していても検診は必要ですか？

HPVはありふれたウィルスです。

多くの人が一生に一度は感染

するといわれています。感染

しても多くは自然に排出され

ますが、一部の人で持続感染を

し続ける場合があり、更にその

一部はがんんへと進行します。

現在日本で公費接種可能なワクチンは３種類あります。２価・４価・９価ワクチンで、それ
ぞれ予防可能なウイルスの型に違いがあり予防効果にも差があります。
HPVウイルスは200種類を超える型があると言われており、子宮頸がんの発症と関係が深
いハイリスク型を、これら３種類のワクチンで感染予防が可能です。

検診は専用の器具で優
しく頸部の細胞を採取
します。数分で終わる
簡単なものです。

子
宮
頸
部

２０代～３０代にも多く、
誰にでも罹る

可能性のあるがん



HPVは子宮頸がんだけでなく、男性を
含めその他がんの原因にもなります

HPVワクチンは性交渉開始前に接種することが最も効果
的であるとされています。しかし、すでに性交渉を持た
れている方でもワクチンで予防できる HPVの型すべて
に感染している割合は少なく、接種する意義はあります。

2 回目と 3回目の接種がそれぞれ 1回目の 2か月後と 6か月
後にできない場合、2 回目は 1 回目から 1 か月以上（※２）、3
回目は2回目から3か月以上（※３）あけます。

※ただし、日本では現時点で男性においては HPV ワクチンは
自費での接種のみで、公費での定期接種は導入されていません。
（いくつかの自治体を除きます）

2 回目と 3 回目の接種がそれぞれ 1 回目の 1 か月後と 6 か月
後にできない場合、2回目は1回目から1か月以上、3回目は
1回目から5か月以上、2回目から2か月半以上あけます。

HPV は男性から女性にも、女性から男性にも移行します。
男性においては中咽頭がんや肛門がんなどが HPV 関連が
んであり、これらは最近増加傾向です。
男性も接種することで集団免疫が形成されやすくなり、
女性・男性共に HPV 感染予防効果が高まります。 子宮頸がん

外陰がん・膣がん
女性のみ

陰茎がん
男性のみ

男女共に
肛門がん・中咽頭がん

HPVワクチンは男性も
接種した方が良いですか？

HPVワクチンは、性交渉が未経験の
場合にだけ効果があるのですか？

の接種スケジュール

1
回目

2
回目

  ０ヶ月  １ヶ月

※４ ※５

３
回目

 ６ヶ月

４価ワクチン/ガーダシルの場合 ２価ワクチン/サーバリックスの場合

1
回目

2
回目

  ０ヶ月  ２ヶ月

※２ ※３

３
回目

 ６ヶ月

3種類いずれも１年以内に接種を終えることが望ましい

1回目の接種を　　　　　　　　　  受ける場合１５歳になってから

2
回目

 ２ヶ月

※２ ※３

３
回目

 ６ヶ月

1
回目

  ０ヶ月

※2・３

3回
合計

シルガード９

小学校６年生
から１５歳の

誕生日前日まで

１５歳の
誕生日以降

1
回目

  ０ヶ月

※１

２
回目

 ６ヶ月

1回目の接種を　　　　　　　　　 受ける場合１５歳になるまでに

少なくとも５ヶ月以上あける

1回目と２回目の接種は、通常５ヶ月以上空けます。５ヶ月未満である場合、
３回目の接種が必要になります

※１

２回
合計公費でHPVワクチンが

接種できます

小学校６年生 から 高校１年生相当の女子は、

９価ワクチン

HPVワクチンに限らず、全ての予防接種で接
種部位の腫れや痛みなど、また稀にアレルギー
症状が起きることがあります。ほとんどの場
合は自然に解消されますが、体調に異変を感
じた場合は医師に伝え対処を受けましょう。

万一、副反応や健康被害が

起こったら、まずは接種を受けた医療機関

やかかりつけ医に相談をしてください

相談窓口など、詳しくは最後の
ページで案内しています

副反応が怖いです

※中咽頭がんは男性に多い

HPVワクチンの安全性は？
集団免疫をつけ、男女

ともにがんを予防するため男性
のワクチン接種は　　です有効

2価ワクチン 7,025,911
接種可能のべ人数ワクチン種類 医療機関からの報告

（うち重篤）

0.0079%

※令和 4年１０月１日から令和４年１２月３１日報告分まで医療機関への
納入数量を接種可能のべ人数とし、副反応疑い報告頻度を計算したもの

9価ワクチン 0.000%5,429

4価ワクチン 0.0058%2,264,887

HPVワクチン副反応報告数

現在までに世界中で幅広く接種されています。
日本を含めどの国でも安全性に疑問が出る報告はほぼ見当たらず、安全性は海外・
国内で確認されています。また接種開始時から現在まで安全性に変化はありません。

全ての報告 26.1 53.1

3.3

0.1 0.6 0.1

31.8 1.3

103.6 22.3

6.1

1.1

約 890万

約 2300万 約 600万 約 770万（重篤のみ）

（重篤のみ） （重篤のみ）（重篤＋軽傷）

重篤な報告

個別の副反応（例）

接種部位以外の広範な疼痛

合計ワクチン接種数
「10万接種当たりの副反応報告頻度」 ※国により報告制度や重篤とされるものの扱いが異なるため一概には比較できない

HPVワクチン接種後の
重篤な副反応報告に関する４カ国比較

２回目と３回目の接種がそれぞれ１回目の２ヶ月後と６ヶ月後にできない場合、２
回目は１回目から１ヶ月以上（※2）、３回目は２回目から３ヶ月以上（※3）あけます

※男性にもHPVワクチンの無料接種や接種助成をおこなっている自治体が増えています。
男性接種について気になる方はお住まいの自治体にお問い合わせください。



接種ストレス関連反応（ISRR）とは、どんな症状ですか？

接種後に異変を感じた場合は、まずは接種を受けた医療機関
やかかりつけ医に相談して下さい。また地域の医療機関を
バックアップするため、47都道府県に 80を超える協力医療
機関があり、必要に応じて受診が出来ます。
協力医療機関への受診については紹介状が必要なため、まず
は接種を受けた医療機関や、かかりつけ医にご相談ください。

予防接種による健康被害が生じた場合、その健康被害がワクチン接種によるものであると厚生労働省が
認定した場合には、救済制度があります。救済制度の申請や相談は、居住地域の窓口へご相談ください。
厚生労働省でも下記窓口でHPVワクチンについての相談を受け付けています。

もしも副反応や接種ストレス
関連反応（ISRR）が起こったら？

ワクチン相談窓口

感染症・予防接種に関する相談窓口

※HPVワクチンを含む、予防接種全般についての相談窓口です。 ※自治体名と「HPVワクチン　相談」等で検索してください。

電話番号：0120-331-453

厚生労働省

厚生労働省 自治体

協力医療機関

ワクチンを接種した
医療機関やかかりつ
け医を受診

住んでいる地域の自治体窓口
や厚生労働省へ

紹介状

地域医療機関を受診

相談

地域医療機関

HPVワクチンに限らず、全ての予防接種には「接種ストレス
関連反応（ISRR）」という、接種にまつわるストレスから生
じる反応があることが知られています。日常生活の中での不
安や不調などが、接種による緊張や不安でより高まり、身体
的な不調があるように感じてしまうことです。
特に HPVワクチンは思春期の多感な時期に接種することも
あり、この ISRRを感じやすい可能性があります。

接種の有無に関わらず起き得ることですが、万が一ワ
クチン接種がきっかけになった場合には診療体制が
整備されており、適切な対処が受けられます。

総括責任者：片山佳代子
医療監修：上田豊

みんなで学ぶHPVワクチンアカデミー

HPVワクチンの安全性と子宮頸がん予防
について、科学的なデータと専門家の意見
に基づいた情報を動画で学べます。

お住まいの自治体HPにてご確認ください。

自治体の相談窓口

国立がん研究センターファクトシート

https://www.ncc.go. jp/html/icc/hpvcancer/index.html

日本の子宮頸がんおよび HPV 関
連がんの対策とその管理体制に
ついて、科学的根拠と諸外国の
事例を国立がん研究センターがま
とめています。

https: //www.youtube.com/watch?v=KHx6BzKvHWQ
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